













































































身体の一部　선생님은 키가 크-시-다 【先生は背が高い】5）
所有物　선생님 넥타이가 멋있-으시-네요 【先生，ネクタイが素敵ですね】
家族　　선생님의 따님은 예쁘-시-다 【先生の娘さんはかわいい】






그 짐 무거우-시-면 저 주세요. 【その荷物が重ければ私にください】
어느 분이 커피-세요6）?  【どなたがコーヒーですか】































































　　　3S 다른 거 더 필요하-시-ㄴ거 없-으시-구요?
　　　　 【他にもっと必要なものはありませんか】
　〔2〕デパートの陶磁器売り場



























　　　느낌이 좀 틀리-시-ㄹ 거예요.
　　　【（実際にローションをつけてみると肌の）感じが違うはずです】
　〔7〕デパートのカジュアル服売り場
　　　요 색이 안 나-으세요?
　　　【この色がもっと良くないですか】
　〔8〕デパートの洋服売り場










　　　R 사이즈는 한가지밖에 없죠?
　　　　【サイズは一種類しかないですね？】

























　　　굽 낮은 거보다는 조금 올라가-시-ㄴ게
　　　【ヒールが低いものよりは少し上がったものが】
　〔12〕デパートのバッグ売り場


























年に 1 件だったのが，2008 年から増加し，2013 年から 2014 年 7 月までの
相談件数は 23 件もあった。また，「間接尊敬」に関する相談も 2009 年以降，
























たりするなど，改善しようとする動きも出てきた。たとえば，2012 年 2 月，










이 구두는 특별 할인제품이-시-고요. 【この靴は特別割引製品でして】
주문하신 아메리카노 나오-셨습니다.
 【注文なさったアメリカン（コーヒーが）出てきました】





















　　　S예, 28일날 30날은 ①가능하세요, 손님.
　　　　【はい，28 日，30 日は可能です，お客さま】












































形式を使うのは接客の場面でかなり広がっている。2013 年 10 月，韓国のア































전화 번호가 어떻게 되-시-ㅂ니까? 　【電話番号はどうなられますか？】
　　↓尊称対象の拡大
예약 번호가 어떻게 되-시-ㅂ니까? 　【予約番号はどうなられますか？】
좌석 번호가 어떻게 되-시-ㅂ니까? 　【座席番号はどうなられますか？】
　このような婉曲表現は，接客の場面でかなり広がっていて，客に何かを尋
ねる際には，「고객님 ○○는 어떻게 되십니까? 【顧客さまの○○はどうなら
れますか】」のようにパターン化していると思われるほどである。
핸드폰 기종이 어떻게 되세요?　【携帯電話の機種はどうなられますか】
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